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企画に当たって

識者に問う

NIRA 総研は今年、50周年を迎えた。
設立当時の主な出来事を振り返り、
それが現在を生きるわれわれに持つ意味を考察する。
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NIRA 総研は今年、前身を含めて

50 周年を迎えた。この間、われわ

れを取り巻く社会経済は変貌した。

これを機会に、1974 年設立当時の

主な出来事を振り返り、それらが日

本や世界に与えたインパクトはどの

ようなものであったか、そして、現

在を生きるわれわれにどのように引

き継がれ、また課題となって残され

ているのか、考察する。

あれから50年、
いまに続く
意義と課題



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

公
益
財
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
の
前
身
、
総
合
研
究
開
発
機
構
は
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
三
月
二
五
日
に
設
立

さ
れ
、
認
可
法
人
か
ら
財
団
法
人
、
公
益
財
団
法
人
へ
と
組
織
変
更
を
経
て
、
こ
の
た
び
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。
今
回
の
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
『
わ

た
し
の
構
想
』
は
「
あ
れ
か
ら
五
〇
年
」
を
テ
ー
マ
に
、
当
機
構
設
立
当
時
の
国
内
外
の
政
治
・
経
済
・
社
会
的
な
出
来
事
を
振
り
返
り

つ
つ
、
そ
れ
が
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
持
つ
意
味
を
、
五
人
の
識
者
に
考
察
い
た
だ
い
た
。

五
〇
年
前
の
出
来
事
―
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
持
つ
意
味
は

総
合
研
究
開
発
機
構
が
設
立
さ
れ
た
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
は
、
田
中
角
栄
で
あ
っ
た
。
現
在
で
い
う
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
土
建
会

社
の
社
長
か
ら
身
を
興お

こ

し
、
傑
出
し
た
実
行
力
と
資
金
力
を
も
っ
て
首
相
の
座
を
射
止
め
た
田
中
の
真
骨
頂
は
、
む
し
ろ
こ
の
年
一
二
月

九
日
の
首
相
退
陣
後
に
発
揮
さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
朝
日
新
聞
政
治
部
の
記
者
と
し
て
田
中
派
を
担
当
し
、
そ
の
後
に
東
京

本
社
編
集
局
長
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
理
事
長
、
テ
レ
ビ
朝
日
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
等
を
歴
任
し
た
吉
田
慎
一
氏
に
よ
れ
ば
、
ば
ら
ま

き
と
集
票
の
バ
ー
タ
ー
や
数
の
支
配
と
い
う
戦
後
日
本
政
治
の
「
原
風
景
」
は
、
田
中
時
代
に
結
晶
化
ま
た
は
先
鋭
化
し
、
権
力
と
近
過

ぎ
る
関
係
と
い
う
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
と
相
ま
っ
て
、
今
な
お
続
い
て
い
る
。

昨
年
の
消
費
者
物
価
指
数
は
四
一
年
ぶ
り
の
上
昇
幅
と
な
っ
た
が
、
五
〇
年
前
の
同
指
数
は
二
三
％
も
上
昇
し
、「
狂
乱
物
価
」
と
呼

ば
れ
た
。
同
時
に
経
済
成
長
率
は
戦
後
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
高
度
経
済
成
長
期
の
終
わ
り
を
人
々
に
印
象
付
け
た
。
も
っ
と
も
、

明
治
学
院
大
学
の
岡
崎
哲
二
教
授
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
経
済
は
日
本
型
労
使
関
係
の
機
能
や
産
業
構
造
の
転
換
等
に
よ
っ
て
相
対
的
に

良
好
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
経
済
大
国
と
し
て
の
地
位
を
歩
み
始
め
る
契
機
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
物
価
に
加
え
て
マ
ネ
ー
サ

プ
ラ
イ
の
量
も
注
視
す
る
金
融
政
策
、
赤
字
国
債
の
発
行
が
恒
常
化
し
た
財
政
政
策
の
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。

視
線
を
外
交
お
よ
び
国
外
に
転
じ
る
と
、
ま
ず
、
一
九
七
四
年
に
佐
藤
栄
作
前
首
相
（
当
時
）
が
、
首
相
在
任
中
に
宣
言
し
た
非
核
三

原
則
な
ど
を
理
由
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
た
だ
、
三
原
則
の
う
ち
核
兵
器
を
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
同

年
九
月
に
「
米
艦
船
は
核
兵
器
を
外
さ
ず
に
日
本
に
寄
港
し
て
い
る
」
と
の
ジ
ー
ン
・
ラ
ロ
ッ
ク
米
元
海
軍
少
将
に
よ
る
米
議
会
で
の
証

言
が
飛
び
出
す
な
ど
当
時
か
ら
疑
念
が
も
た
れ
て
お
り
、
先
日
も
、
核
搭
載
艦
船
の
日
本
寄
港
を
事
前
協
議
の
対
象
外
と
す
る
日
米
両
政

府
間
の
密
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
米
公
文
書
の
存
在
が
報
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
た
現
在
、
今
後
の
日
米

安
保
政
策
の
管
理
の
経
緯
と
あ
り
方
に
つ
い
て
正
面
か
ら
議
論
を
深
め
る
べ
き
と
、
駒
澤
大
学
の
村
井
良
太
教
授
は
論
じ
て
い
る
。

一
九
七
四
年
の
世
界
政
治
を
揺
る
が
せ
た
の
は
、
八
月
九
日
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
辞
任
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
ド

ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
な
ど
弾
劾
訴
追
さ
れ
た
大
統
領
は
他
に
も
い
る
が
、
大
統
領
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
の
は
ニ
ク
ソ
ン
が
唯
一
の
例
で

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、

い
ま
に
続
く
意
義
と
課
題

―
新
た
な
転
機
に
立
つ
日
本
と
世
界

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
長
／
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授

୩
ޱ
ক
ل
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こ
の
よ
う
な
日
本
と
世
界
の
転
換
点
に
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
公
益
財
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
と
実
業
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
産
官
学
が
連
携
し
た
政
策
論
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

提
供
し
、
政
策
形
成
に
貢
献
す
る
存
在
で
あ
り
た
い
。「
あ
れ
か
ら
五
〇
年
」
の
間
に
皆
さ
ま
か
ら
頂
戴
し
た
ご
支
援
に
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
る
と
共
に
、「
こ
れ
か
ら
五
〇
年
」
も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

谷
口
将
紀
（
た
に
ぐ
ち
・
ま
さ
き
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
長
。
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
。
博
士
（
法
学
）（
東
京
大
学
）。
専
門
は
政

治
学
、
現
代
日
本
政
治
論
。

あ
る
。
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ペ
ー
パ
ー
ズ
の
暴
露
、
事
実
上
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
敗
北
、
そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
と
米
国
民
の
政
治
不
信

は
極き
わ

ま
っ
た
が
、
そ
の
裏
で
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
米
ソ
、
米
中
接
近
と
い
っ
た
大
胆
な
政
策
転
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
、
東
京
大
学
の
西
崎
文
子
名
誉
教
授
は
指
摘
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
こ
の
年
の
一
〇
月
一
四
日
に
、
プ
ロ
野
球
・
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
黄
金
期
を
中
軸
選
手
と
し
て
支
え
た
長
嶋
茂

雄
が
「
わ
が
巨
人
軍
は
永
久
に
不
滅
で
す
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
現
役
を
引
退
し
た
。
今
は
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
と
も
並
び
称
さ
れ
る
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
の
活
躍
が
連
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
賑に
ぎ

わ
せ
て
い
る
が
、
演
出
家
の
テ
リ
ー
伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
人
々

は
自
分
が
大
谷
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
長
嶋
の
引
退
は
、
自
由
奔
放
で
太
陽
の
よ
う
な
存
在
に
人
々
が
憧
れ
、
頑
張
ろ
う
と
自

ら
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
重
ね
た
「
昭
和
の
風
景
」
の
終
わ
り
で
あ
っ
た
。

新
た
な
る
転
換
点
に
い
る
日
本
と
世
界

戦
後
の
日
本
を
時
期
区
分
す
る
と
、
終
戦
・
復
興
の
第
一
期
、
高
度
経
済
成
長
の
第
二
期
、
先
進
国
の
一
角
を
占
め
る
に
至
っ
た
第
三

期
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
中
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
第
三
期
を
ひ
ら
く
転
機
に
あ
っ
て
現
代
社
会
や
国
民
生
活
の
諸
問
題
を
解
明
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
。
現
在
の
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
社
会
保
障
や
財
政
さ
ら
に
は
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
る
第

四
期
の
と
ば
口
に
立
っ
て
い
る
。
国
際
社
会
も
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
は
さ
ら
に
揺
ら
ぎ
、
米
中
対
立
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
欧
米
先
進

国
で
も
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
台
頭
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
不
安
定
要
因
と
し
て
影
を
落
と
す
。
こ
れ
ら
の
難
題
に
直
面
す
る
日
本
の
政
治
は
、

政
治
資
金
問
題
な
ど
に
よ
る
動
揺
が
続
い
て
お
り
、
課
題
解
決
可
能
な
熟
議
と
決
定
の
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
イ

チ
ロ
ー
や
大
谷
を
頂
点
に
、
世
界
で
活
躍
す
る
日
本
人
が
各
分
野
で
増
え
た
こ
と
が
わ
ず
か
な
救
い
で
あ
ろ
う
か
。

戦
後
第
四
期
、
日
本
と
世
界
の
転
換
点
、
こ
れ
か
ら
五
〇
年
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識　者　に　問　う
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あ
れ
か
ら
五
〇
年
、

一
九
七
四
年
に
ど
の
よ
う
な

出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
。

現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
持
つ

意
味
は
何
か
。

田中時代は、現在の日本政治の「原風景」
株式会社テレビ朝日 取締役・相談役吉田慎一
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識
者
に
問
う

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
一
九
七
四
年
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
。
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
持
つ
意
味
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ా
த
࣌
୅
は
、
現
在
の
೔
ຊ
੓
࣏
の
ủ
ݪ
෩
ܠ
Ứ

九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
、
田
中
角
栄
首
相
が
金
脈
事
件
で
退
陣
し
て
以
来
、
日
本
は
「
田
中
政
治
」

に
悩
み
続
け
る
。
そ
れ
は
実
は
戦
後
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
抱
え
こ
ん
だ
難
題
で
あ
り
、
五
〇
年
た
っ
た

今
も
解
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
田
中
時
代
は
戦
後
政
治
の
「
原
風
景
」
だ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
、
ば
ら
ま
き
と
集
票
の
バ
ー
タ
ー
だ
。
経
済
成
長
を
背
景
に
政
治
家
が
有
権
者
に
恩
恵
を
与

え
見
返
り
に
有
権
者
か
ら
支
持
を
得
る
。「
分
配
と
支
持
の
交
換
」
は
、田
中
時
代
に
結
晶
化
し
た
と
言
え
る
。

そ
の
黙
契
は
低
成
長
に
移
行
し
た
後
も
伝
承
さ
れ
、
有
権
者
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
コ
ス
ト
」
と
そ
の
負
担

と
い
う
意
識
を
脇
に
置
き
、
受
益
者
感
覚
だ
け
を
政
治
に
求
め
た
。
そ
こ
か
ら
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
も

派
生
す
る
。
も
う
一
つ
が
「
数
の
支
配
」
だ
。
多
数
決
の
裏
に
は
本
来
、
寛
容
の
土
壌
と
調
整
の
プ
ロ
セ
ス
、

つ
ま
り
「
政
治
」
が
あ
る
べ
き
な
の
に
、
次
第
に
数
に
よ
る
政
治
が
先
鋭
化
し
た
。
ま
と
も
な
議
論
も
な
く

多
数
与
党
が
数
で
押
し
切
る
国
会
風
景
が
近
年
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
源
流
は
「
田
中
政
治
」
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
連
綿
と
続
い
て
い
る
。
昨
今
の
自
民
党
派
閥
の
裏
金
騒
ぎ
は
「
政
治
と
カ
ネ
」
問
題
の

最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
す
ぎ
な
い
。
金
の
か
か
る
政
治
の
是
正
も
目
的
と
し
て
九
〇
年
代
に
小
選
挙
区
制
が
衆

議
院
に
導
入
さ
れ
政
党
助
成
金
も
創
設
さ
れ
た
。
だ
が
、
候
補
者
を
決
め
巨
額
の
金
を
受
け
取
る
政
党
を
規

制
す
る
政
党
法
す
ら
な
く
、
助
成
金
の
使
途
は
ど
ん
ぶ
り
勘
定
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は

「
ポ
ス
ト
ト
ゥ
ル
ー
ス
」
時
代
を
地
で
行
く
、
新
し
い
次
元
の
「
数
の
支
配
」
が
大
手
を
振
り
だ
し
た
。
繰

り
返
し
大
声
で
一
方
的
に
自
ら
を
正
当
化
す
る
、
説
明
は
し
な
い
、
真
実
を
隠
す
。「
数
」
さ
え
あ
れ
ば
何

で
も
あ
り
を
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
呼
び
か
ね
な
い
時
代
に
踏
み
出
し
つ
つ
あ
る
。

「
田
中
政
治
」
は
権
力
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
「
距
離
」
と
い
う
問
題
も
あ
ぶ
り
だ
し
た
。
金
脈
事
件
を

暴
い
た
の
は
日
常
的
な
政
治
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
で
あ
る
新
聞
で
は
な
く
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
花
隆

氏
と
雑
誌
チ
ー
ム
だ
っ
た
。
当
時
米
国
で
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ペ
ー
パ
ー
ズ
の
暴
露
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事

件
と
新
聞
の
奮
闘
が
続
い
て
い
た
。
翻
っ
て
、
日
本
の
政
治
報
道
は
、
政
治
家
に
食
い
込
む
こ
と
で
情
報
を

得
て
政
局
を
中
心
に
報
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
単
な
る
「
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
で
は
な
い
の
か
。

日
本
の
政
治
文
化
の
「
質
」
を
誰
が
監
視
す
る
の
か
。
そ
も
そ
も
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
な
の

か
。
終
戦
直
後
に
突
き
付
け
ら
れ
た
の
と
同
じ
こ
の
問
い
は
、
そ
の
後
も
装
い
を
変
え
て
繰
り
返
し
浮
上
し

て
い
る
。
幾
多
の
改
革
の
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ち
ら
の
「
原
風
景
」
に
も
解
は
ま
だ
な
い
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
田
中
角
栄
が
退
陣
し
た
一
九
七
四
年
に
朝
日
新
聞
に
入
社
し
、
福
島
支
局
に
配
属
。「
福
島
版
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」

と
呼
ば
れ
る
汚
職
事
件
を
取
材
連
載
し
た
記
事
「
木
村
王
国
の
崩
壊
」
は
日
本
新
聞
協
会
賞
を
受
賞
。
著
書
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
自
治
体

汚
職
―
福
島
・
木
村
王
国
の
崩
壊
』
に
結
実
し
た
。
そ
の
後
、
政
治
部
に
異
動
し
、
一
九
八
二
年
か
ら
約
二
年
間
、
自
民
党
田
中
派
を
担

当
。
そ
の
成
果
と
し
て
『
田
中
支
配
と
そ
の
崩
壊
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）
を
社
と
し
て
上
梓
し
た
。
朝
日
新
聞
編
集
委
員
、

東
京
本
社
編
集
局
長
、
常
務
取
締
役
編
集
担
当
、
テ
レ
ビ
朝
日
Ｈ
Ｄ
社
長
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
。

吉
田
慎
一
（
よ
し
だ
・
し
ん
い
ち
）

東浩紀〔2023〕

訂正する力
朝日新聞出版

٢
ా
৻
一

株
式
会
社
テ
レ
ビ
朝
日

取
締
役
・
相
談
役

一
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識
者
に
問
う

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
一
九
七
四
年
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
。
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
持
つ
意
味
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 ε
λ
ά
ϑ
Ϩ
ồ
γ
ἀϯ
、

೔
ຊ
ܕ
࿑
࢖
ؔ
܎
ͱ
࢈
ۀ
ߏ
଄
の
స
׵
Ͱ
ର
Ԡ

Ԭ
࡚
఩
ೋ

明
治
学
院
大
学
経
済
学
部

教
授

九
七
四
年
は
石
油
危
機
を
背
景
に
、
日
本
経
済
の
転
機
と
な
る
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
そ
れ
は

一
九
四
六
年
以
来
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
、
そ
し
て
「
狂
乱
物
価
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
の
激
し
い

イ
ン
フ
レ
だ
。
従
前
は
不
況
時
で
も
成
長
率
は
五
％
だ
っ
た
が
、
一
転
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
卸
売
物
価

の
上
昇
率
は
二
〇
％
を
超
え
た
。
い
わ
ば
、
不
況
と
イ
ン
フ
レ
が
共
存
す
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば

れ
る
深
刻
な
状
況
に
な
っ
た
。

七
二
年
に
成
立
し
た
田
中
角
栄
内
閣
は
、
円
高
・
不
況
対
策
や
「
日
本
列
島
改
造
」
を
推
進
す
る
た
め
、

赤
字
国
債
を
発
行
し
て
大
規
模
な
財
政
出
動
を
行
う
傍
ら
、
日
銀
に
圧
力
を
か
け
て
大
規
模
な
金
融
緩
和
を

続
け
さ
せ
て
い
た
。
当
時
、
経
済
学
者
の
小
宮
隆
太
郎
氏
は
「
激
し
い
イ
ン
フ
レ
は
石
油
価
格
が
急
速
に
上

昇
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
金
融
緩
和
も
原
因
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

そ
れ
で
も
日
本
は
、
他
国
よ
り
も
う
ま
く
こ
れ
ら
の
シ
ョ
ッ
ク
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
成
功
の
要

因
は
大
き
く
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
日
本
型
労
使
関
係
が
機
能
し
、
雇
用
を
守
る
た
め
に
実
質

賃
金
の
引
き
下
げ
を
労
働
者
が
受
け
入
れ
、
イ
ン
フ
レ
が
賃
金
に
波
及
す
る
こ
と
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ

一る
。
今
は
物
価
と
賃
金
の
好
循
環
が
目
指
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
物
価
上
昇
と
賃
金
上
昇
の
「
悪
循
環
」

を
い
か
に
断
ち
切
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

も
う
一
つ
の
要
因
は
、
産
業
構
造
の
転
換
だ
。
石
油
を
使
う
鉄
鋼
や
非
鉄
金
属
な
ど
、
そ
れ
ま
で
日
本
の

成
長
を
け
ん
引
し
て
き
た
「
重
厚
長
大
」
産
業
か
ら
、
素
材
を
加
工
す
る
産
業
へ
の
転
換
が
他
国
よ
り
速
や

か
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
対
応
が
奏
功
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
省
エ
ネ
技
術
の
開
発
が
進
ん
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
が
向
上
し
た
こ
と
も
加
わ
り
、
経
済
大
国
と
し
て
の
日
本
の
地
位
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
期
は
、
金
融
、
財
政
の
政
策
面
で
も
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
日
銀
は
、
当
時
の
金
融
緩
和
が

狂
乱
物
価
を
招
い
た
一
因
に
な
っ
た
と
の
反
省
か
ら
、
金
融
政
策
の
方
針
を
再
検
討
し
た
。
従
前
の
物
価
指

数
重
視
か
ら
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
量
も
注
視
す
る
政
策
運
営
に
切
り
替
え
た
。
ま
た
、
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
た
七
三
年
は
「
福
祉
元
年
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
社
会
保
障
支
出
が
財
政
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

く
出
発
点
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
を
起
点
に
、
以
後
、
赤
字
国
債
が
ほ
ぼ
毎
年
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。
そ
の
後
、
国
債
を
消
化
す
る
た
め
債
券
流
通
市
場
の
整
備
が
進
み
、
金
融
の
自
由
化
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

専
門
は
日
本
経
済
史
、
比
較
経
済
史
。
日
本
の
経
済
発
展
と
市
場
・
制
度
・
組
織
の
関
係
を
幅
広
く
研
究
。
経
済
学
の
枠
組
み
と
歴
史
的

資
料
を
組
み
合
わ
せ
た
分
析
の
斬
新
さ
で
知
ら
れ
る
。
長
年
、
東
京
大
学
経
済
学
部
・
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と

り
、
二
〇
二
四
年
四
月
よ
り
現
職
。InternationalEconom

ic
History

Association

（IEHA

）
会
長
、
名
誉
会
長
を
歴
任
。
キ
ヤ
ノ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
、
経
済
産
業
研
究
所
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー
等
も
兼
務
。『
コ
ア
・
テ
キ
ス
ト
経
済
史
』（
増
補
版
、

新
世
社
、
二
〇
一
六
年
）、『
経
済
史
か
ら
考
え
る
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
ほ
か
、
著
書
多
数
。
経
済
学
博
士
（
東

京
大
学
）。

岡
崎
哲
二
（
お
か
ざ
き
・
て
つ
じ
）

中村隆英〔1995〕

現代経済史
岩波書店
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識
者
に
問
う

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
一
九
七
四
年
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
。
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
持
つ
意
味
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ࠤ
౻
੓
ݖ
が
֬
ཱ
͠
た
ඇ
֩
ࡾ
ݪ
ଇ
、

҆
อ
੓
ࡦ
ͱ
͠
ͯ
ٞ
࿦
の
ਂ
Խ
Λ

ଜ
Ҫ
ྑ
ଠ

駒
澤
大
学
法
学
部

教
授

九
七
四
年
、
佐
藤
栄
作
前
首
相
（
当
時
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
の
理
由
は
、「
核

兵
器
を
持
た
ず
、
つ
く
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
い
う
、
佐
藤
政
権
期
に
宣
言
し
た
非
核
三
原
則

と
核
不
拡
散
条
約
の
調
印
、
そ
し
て
平
和
時
の
外
交
交
渉
に
よ
る
沖
縄
返
還
で
東
ア
ジ
ア
の
安
定
に
寄
与
し

た
こ
と
だ
。
当
時
は
ま
だ
、
日
本
の
軍
国
主
義
復
活
を
不
安
視
す
る
国
内
外
の
視
線
も
あ
っ
た
が
、
戦
後
一

貫
し
て
日
本
が
武
力
を
使
う
こ
と
を
避
け
、
経
済
協
力
な
ど
平
和
的
な
手
段
で
世
界
に
貢
献
し
て
き
た
努
力

が
評
価
さ
れ
た
。
政
治
家
佐
藤
へ
の
評
価
に
止
ま
ら
ず
、
戦
後
日
本
が
受
け
た
「
団
体
賞
」
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
非
核
三
原
則
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
が
固
定
期
限
を
迎
え
る
一
九
七
〇
年
と
沖
縄
返
還
に
向
け
た

議
論
の
中
で
確
立
さ
れ
た
。
国
内
の
反
核
感
情
は
強
か
っ
た
。
反
米
感
情
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
ら
核
武

装
す
る
こ
と
な
く
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
で
安
全
を
図
り
な
が
ら
、
同
時
に
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
い
う

選
択
に
は
齟そ

齬ご

が
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
の
安
保
条
約
改
定
交
渉
で
は
、
核
を
日
本
に
陸
揚
げ
す
る
場
合
は

事
前
協
議
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
海
上
で
の
通
過
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
、

ジ
ー
ン
・
ラ
ロ
ッ
ク
元
海
軍
少
将
が
米
国
議
会
の
公
聴
会
で
「
核
兵
器
を
積
ん
だ
艦
艇
が
、
日
本
に
寄
港
す

る
前
に
核
を
取
り
外
す
こ
と
は
な
い
」
と
証
言
す
る
と
混
乱
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
「
ラ
ロ
ッ
ク
証
言
」
が
、

日
本
政
府
の
国
民
に
対
す
る
説
明
と
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
、
日
本
政
府
は
そ
の
影
響
の
遮
断
に
躍
起
と
な

っ
た
。
ま
さ
に
、
戦
後
日
本
の
核
・
安
全
保
障
政
策
の
間か

ん

隙げ
き

を
露
呈
し
た
象
徴
的
な
出
来
事
と
言
え
る
。

以
後
、
日
本
政
府
は
こ
の
問
題
に
明
確
な
発
言
を
避
け
、
政
治
的
な
事
情
か
ら
正
し
い
こ
と
を
言
わ
な
い

時
間
が
長
く
続
い
た
。
政
権
交
代
を
機
に
、
二
〇
〇
九
年
に
外
務
省
が
「
密
約
」
の
調
査
を
行
い
、
関
係
文

書
を
開
示
し
た
こ
と
で
経
緯
へ
の
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
非
核
三
原
則
を
議
論

し
た
当
時
、
国
際
社
会
は
い
ず
れ
日
本
が
核
武
装
す
る
と
見
て
い
た
が
、
日
本
は
軍
事
大
国
の
道
を
歩
ま
な

い
と
い
う
選
択
肢
で
生
き
て
い
く
実
例
を
示
し
、
世
界
平
和
に
寄
与
し
て
き
た
。
現
在
の
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

の
選
択
を
後
悔
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

非
核
三
原
則
は
日
本
の
安
全
保
障
政
策
と
日
米
友
好
関
係
の
「
管
理
の
問
題
」
で
あ
る
。
五
〇
年
が
経
過

し
た
今
、
そ
の
管
理
の
経
緯
と
あ
り
方
に
つ
い
て
国
民
的
な
理
解
を
深
め
る
時
期
が
来
て
い
る
。
中
国
や
北

朝
鮮
が
軍
事
的
存
在
感
を
増
し
て
い
る
中
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
取
り
組
み
に
継
続
し
て
知
恵
を
絞

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
国
民
の
安
全
を
維
持
し
つ
つ
、「
守
る
べ
き
も
の
は
何
か
」
と
い
う
価
値
の
問

題
を
軽
視
で
き
な
い
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
国
会
の
信
頼
、負
担
の
全
国
的
な
配
分
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
だ
。

専
門
は
日
本
政
治
外
交
史
。
佐
藤
栄
作
の
評
伝
で
あ
る
『
佐
藤
栄
作
―
戦
後
日
本
の
政
治
指
導
者
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
九
年
）
で
は
、

佐
藤
の
軌
跡
を
追
い
つ
つ
、
核
兵
器
を
保
有
せ
ず
大
国
の
地
位
を
獲
得
し
た
戦
後
日
本
を
描
い
た
。『
政
党
内
閣
制
の
成
立
―
一
九
一
八

～
二
七
年
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
は
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
受
賞
。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）、
駒
澤
大
学
法
学
部
准

教
授
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
よ
り
現
職
。
そ
の
間
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
客
員
研
究
員
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
大
学
歴
史
学
科
客
員
研
究
員
を
務
め
た
。
神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
政
治
学
）。

村
井
良
太
（
む
ら
い
・
り
ょ
う
た
）

村井良太〔2019〕

佐藤栄作
戦後日本の政治指導者

中央公論新社

一
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識
者
に
問
う

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
一
九
七
四
年
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
。
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
持
つ
意
味
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 χ
Ϋ
ι
ϯ
ࣙ
೚
は
、

੓
෎
΁
の
৴
པ
่
յ
の
Ϋ
ϥ
Π
Ϛỽ
Ϋ
ε

੢
࡚
จ
ࢠ

東
京
大
学

名
誉
教
授

九
七
四
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
任
期
途
中
で
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
辞

任
は
政
権
へ
の
不
信
が
徐
々
に
積
み
重
な
り
、
信
頼
が
崩
壊
し
た
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
位
置
付
け
ら

れ
る
。
国
民
が
不
信
を
つ
の
ら
せ
た
出
来
事
は
、
大
き
く
は
三
つ
。
ま
ず
は
七
一
年
、
歴
代
政
権
の
ベ
ト
ナ

ム
介
入
の
過
程
を
調
査
し
た
米
国
防
総
省
の
秘
密
文
書
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
が
漏ろ

う

洩え
い

さ
れ
、
さ
ら

に
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
こ
の
ス
ク
ー
プ
記
事
の
報
道
を
、
差
し
止
め
よ
う
と
し
た
事
件
で
あ
る
。
そ
し
て
次
に
、

翌
々
年
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
事
実
上
、
敗
北
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
七
二
年
に
発
覚
し
た
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー

ト
事
件
」
に
関
す
る
隠
ぺ
い
工
作
だ
。
一
連
の
流
れ
を
特
徴
付
け
る
の
は
、ニ
ク
ソ
ン
と
そ
の
側
近
で
外
交
・

安
全
保
障
を
担
当
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
二
人
の
リ
ー
ダ
ー
に
共
通
し
て
い
た
政
治
姿
勢
で
、
彼
ら

の
手
段
を
選
ば
な
い
秘
密
主
義
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
強
烈
さ
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
裏
で
、
次
世
代
を
見
据
え

た
大
胆
な
政
策
転
換
を
行
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
か
つ
て
自
由
主
義
陣
営
の
盟
主
と
し
て
君
臨

し
た
ア
メ
リ
カ
の
立
場
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
通
じ
て
決
定
的
に
低
下
し
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
は
、
こ
う
し
た
地
位
低
下
が
も
た
ら
す
状
況
に
ど
う
対
応
し
て
次
に
備
え
る
か
に
、
い
ち
早
く
手
を

打
っ
た
の
で
あ
る
。
経
済
面
で
は
い
わ
ゆ
る
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
巨
大
な
軍
事
費
が
経
済

を
圧
迫
す
る
中
、
金
と
ド
ル
の
兌だ

換か
ん

を
停
止
す
る
こ
と
で
ド
ル
切
り
下
げ
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
外
交
面
で

は
デ
タ
ン
ト
（
緊
張
緩
和
）、
す
な
わ
ち
米
ソ
接
近
、
米
中
接
近
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
二
人
の
構

想
は
、
米
・
欧
・
日
に
加
え
、
ソ
連
・
中
国
の
五
極
構
造
と
す
る
大
国
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
中
東
地
域
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
問
題
は
大
国
中
心
の
外
交
の
従
属
物
と
な
っ
て
し
ま
い
、
米

ソ
対
立
が
地
域
紛
争
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
事
実
だ
。

デ
タ
ン
ト
は
冷
戦
の
枠
組
み
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
右
派
の
激
し
い
反

発
を
招
く
。
六
〇
年
代
に
強
ま
っ
て
い
た
リ
ベ
ラ
ル
と
保
守
と
い
っ
た
価
値
観
の
対
立
を
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権

が
増
長
し
た
側
面
が
あ
り
、
社
会
の
分
裂
と
い
う
「
負
の
遺
産
」
は
現
在
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、

ニ
ク
ソ
ン
が
辞
任
し
た
当
時
を
振
り
返
っ
て
印
象
的
な
の
は
、
与
党
の
共
和
党
陣
営
で
す
ら
、
ニ
ク
ソ
ン
を

擁
護
す
る
人
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
陰
謀
説
が
社
会
を
席
巻
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
以
後
の
今
の
ア
メ
リ
カ
社
会
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

一

西崎文子〔2024〕

アメリカ外交の歴史的文脈
岩波書店

専
門
は
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
史
、
ア
メ
リ
カ
地
域
文
化
研
究
。
ア
メ
リ
カ
の
理
念
と
現
実
の
往
還
に
注
目
し
、
ア
メ
リ
カ
外
交
を
支
え
る

思
想
的
基
盤
を
歴
史
の
中
に
探
る
研
究
に
定
評
が
あ
る
。『
ア
メ
リ
カ
外
交
の
歴
史
的
文
脈
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
四
年
）
を
は
じ
め
、

ア
メ
リ
カ
の
外
交
史
に
関
連
す
る
著
書
多
数
。
成
蹊
大
学
法
学
部
助
教
授
、
同
教
授
を
経
て
、
同
大
学
名
誉
教
授
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
教
授
。
二
〇
二
〇
年
よ
り
名
誉
教
授
。
イ
エ
ー
ル
大
学Ph.D

。

西
崎
文
子
（
に
し
ざ
き
・
ふ
み
こ
）
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識
者
に
問
う

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
一
九
七
四
年
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
。
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
持
つ
意
味
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

௕
ౢ
ໜ
༤
Ҿ
ୀ

―
ヒ
ー
ロ
ー
に
自
分
を
重
ね一喜一憂
し
た
昭
和
の
風
景

ς
Ϧ
ồ
ҏ
౻

演
出
家

九
七
四
年
、
長
嶋
茂
雄
と
い
う
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
引
退
は
、
巨
人
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
日
本
人
に
一
時
代
の
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
た
。
長
嶋
は
、
戦
後
日
本
が
ま
だ
焼
け
野
原
で
、
満
足

に
ボ
ー
ル
も
な
く
、
グ
ロ
ー
ブ
も
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
た
時
代
に
野
球
少
年
だ
っ
た
人
だ
。
当
時
の
野
球

は
軍
隊
的
で
、
歯
を
食
い
し
ば
る
努
力
が
主
流
の
中
、
長
嶋
は
天
才
的
な
技
術
で
野
球
を
見
せ
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
す
ら
感
じ
さ
せ
、
日
本
中
を
熱
狂
さ
せ
た
。
今
と
違
い
、
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
野
球
。
日
本

人
す
べ
て
が
野
球
に
の
め
り
込
み
、
長
嶋
が
打
つ
ご
と
に
一
喜
一
憂
す
る
。
そ
ん
な
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ

た
の
だ
。

長
嶋
が
引
退
し
た
年
、
日
本
は
「
狂
乱
物
価
」
や
田
中
角
栄
首
相
の
退
陣
な
ど
で
揺
れ
て
い
た
。
切
な
い

歌
が
流は

行や

っ
て
い
た
こ
と
も
当
時
の
世
相
を
表
し
て
い
る
。
太
陽
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
が
去
り
、

そ
の
次
に
ど
ん
な
日
本
が
待
っ
て
い
る
の
か
―
―
不
安
を
感
じ
る
人
は
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
同

時
に
、
等
身
大
の
自
分
た
ち
の
時
代
が
来
る
、
と
予
感
さ
せ
た
瞬
間
で
は
な
か
っ
た
か
。
地
方
か
ら
東
京
に

出
て
き
た
若
者
は
、
安
い
家
賃
の
四
畳
半
一
間
で
生
活
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
幸
せ
を
模
索
し
た
。
女
性

一は
働
け
る
場
所
が
増
え
、
結
婚
以
外
に
も
人
生
の
選
択
肢
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
。
若
者
が
自
分
の
生
活
の
出

来
事
を
歌
う
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
が
確
立
し
た
の
も
こ
の
頃
だ
。

確
か
に
、
今
の
日
本
は
長
嶋
が
活
躍
し
た
時
代
に
比
べ
る
と
豊
か
に
な
っ
た
。
ど
の
家
に
も
風
呂
が
あ
っ

て
銭
湯
に
行
く
必
要
は
な
い
し
、
品
質
の
よ
い
服
や
食
べ
物
も
安
く
手
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
な
り
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
維
持
で
き
る
。
そ
の
反
面
、「
野
垂
れ
死
に
す
る
」
と
い
う
危
機
感
が
失
わ
れ
、
ハ
チ

ャ
メ
チ
ャ
な
こ
と
は
何
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
発
言
や
行
動
が
す
ぐ
に
ネ
ッ
ト
で
叩た

た

か
れ
た
り
、
ジ
ャ
ッ
ジ

さ
れ
た
り
す
る
時
代
に
な
っ
た
。
長
嶋
茂
雄
の
よ
う
な
自
由
奔
放
さ
が
人
々
に
好
か
れ
た
の
は
、
貧
し
か
っ

た
あ
の
時
代
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

最
近
の
野
球
人
は
優
等
生
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
大
谷
翔
平
は
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
、
誰
も
自
分
が
大
谷
に

な
れ
る
と
は
思
わ
な
い
。「
長
嶋
が
打
っ
た
か
ら
、
明
日
も
仕
事
を
頑
張
れ
る
」、「
長
嶋
が
打
て
ず
に
苦
し

ん
で
い
る
、
自
分
も
負
け
ず
に
頑
張
ろ
う
」。
か
つ
て
、
そ
う
や
っ
て
長
嶋
に
自
分
を
重
ね
た
時
代
が
あ
っ
た
。

素
っ
頓
狂
だ
が
、
愛
す
べ
き
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
背
番
号
「
３
」
は
、
も
う
戻
る
こ
と
は
な
い
昭
和
の
風
景
の

象
徴
だ
。
そ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
か
ら
、
長
嶋
茂
雄
は
今
で
も
多
く
の
人
に
と
っ
て
心
の
ふ
る

さ
と
な
の
だ
ろ
う
。

「
天
才
・
た
け
し
の
元
気
が
出
る
テ
レ
ビ
!!
」
総
合
演
出
は
じ
め
、「
サ
ッ
ポ
ロ
生
搾
り
」「
ユ
ニ
ク
ロ
」
等
、
数
々
の
テ
レ
ビ
番
組
や
Ｃ

Ｍ
を
演
出
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
タ
レ
ン
ト
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。
野
球
関
連
書
も
数
多
く
手
掛
け
、

な
か
で
も
長
年
信
奉
し
て
き
た
長
嶋
茂
雄
へ
の
熱
い
想
い
を
つ
づ
っ
た
『
長
嶋
茂
雄
を
思
う
と
、涙
が
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
』（
ポ

プ
ラ
新
書
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
長
嶋
の
魅
力
を
独
自
の
視
点
か
ら
存
分
に
描
い
て
い
る
。
日
本
大
学
経
済
学
部
卒
。
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。YouTube

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
『
テ
リ
ー
伊
藤
の
お
笑
い
バ
ッ
ク
ド
ロ
ッ
プ
』
配
信
中
。

テ
リ
ー
伊
藤
（
テ
リ
ー
・
い
と
う
）

石坂洋次郎〔2003〕

あいつと私
徳間文庫
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データで 見る いまに続く意義と課題
あれから50年、

೔ຊɿ೔ถͷ҆શอো੓ؔࡦ࿈೥දϚωʔαϓϥΠͱ෺Ձࢦ਺ͷ推Ҡʢલ೥ൺʣ

͋Ε͔Β ��೥ɿ����೥ͱࡏݱͷ೔ຊ

注）外国銀行在日支店、外銀信託および信金中央金庫は含まれない。M1は、現金通貨と預金通貨から構成。物価指数は、全国卸売物価
指数（総合）を採用

出所）日本銀行時系列統計データ検索サイト

注 1）50年前は 1973年、現在は 2018年を採用
注 2）浴室保有率の 50年前は 1973年、現在は 2008年。銭湯数の 50年前は 1975年、現在は 2021年。料金の 50年前は 1974年、
現在は 2023年を採用
注 3）主要耐久消費財の普及率の推移（2人以上の世帯）。50年前は 1974年、現在は 2024年を採用
注 4）2023年度流行語大賞
出所）総務省統計局「住宅・土地統計調査」、東京都浴場組合「東京都内の銭湯の数の推移」、内閣府「消費動向調査」

出所）境家史郎『戦後日本政治史―占領期から「ネオ 55年体制」まで』（中公新書、2023年）、村井良太『佐藤栄作―戦後日本の政治
指導者』（中公新書、2019年）を参考にNIRA作成

出所）Presidents of the United States (POTUS) “Richard Nixon”，The White House “Richard M. Nixon”，時事ドットコム「ア
メリカ大統領の系譜」等を参考にNIRA作成

ถࠃɿχΫιϯถେ౷ྖࣙ೚ؔ࿈೥ද

M1+CD 国内卸売物価指数

1945年 第二次世界大戦終結
1951年 サンフランシスコ平和条約・日米安全保障条約調印
1957年 岸信介が国会で初めてඇ֩ݪࡾଇに言及
1960年 日米安全保障条約の改定

米軍の行動に関する事前協議の仕組みなどが設けられる
1967年 佐藤栄作がඇ֩ݪࡾଇを表明
1970年 日本が核不拡散条約に署名（批准は 1976年）

70年安保、日米安全保障条約が 10年の固定期限を迎え自動延長期間に入る
1972年 沖縄返還、「核抜き・本土並み」実現

沖縄の全米軍基地から核弾頭を撤去し、日米安保条約を沖縄にも適用
1974年 ラロック米元海軍少将が米公聴会で証言（9月 10日）

「核兵器を積んだ艦船は、通常日本に寄港するときも核兵器を外すことはない」
佐藤栄作がノーベル平和賞を受賞

1981 年 ライシャワー元駐日大使が発言
「米艦船は核兵器を積んだまま日本に寄港している」

1996年 日米安保共同宣言
冷戦後も日米同盟関係の維持・強化がアジア太平洋地域の安定に不可欠と確認

1969年 ニクソンが第 37代米大統領就任。キッシンジャーが大統領特別補佐官に就任
ニクソン・ドクトリン発表、同盟国に防衛上の自助努力を求める

1970年 米ソが戦略兵器削減交渉（SALT）開始
1971年 ϖϯλΰϯϖʔύʔζʢถࠃ๷૯লൿີใࠂॻʣ๫࿐

キッシンジャー特別補佐官、大統領密使として中国を極秘訪問
金とドルの交換停止などドル防衛策を発表、ドルショック

1972年 ニクソン大統領が電撃訪中、米中共同声明を発表
ニクソン大統領が訪ソ、SALT1 調印
΢Υʔλʔήʔτ֮ൃ݅ࣄ

1973 年 ベトナム和平協定（パリ協定）に調印
ถ܉ͷೆϕτφϜఫୀྃ׬
キッシンジャー、国務長官に就任。
キッシンジャーが、ベトナム和平協定への功績によりノーベル平和賞を受賞

1974年 ニクソン大統領、ウォーターゲート事件で辞任

50 年前 現在

民間貸家の床面積
民間貸家率（関東臨海地域）

27.55 平米
37％

41.76 平米
33％

浴室保有率
銭湯数（東京）
料金（大人）

73％
2,425 軒
75円

96％
481軒
520円

カラーテレビ保有率
ルームエアコン保有率

86％
12％

96％
93％

流行語
歌謡

金脈
赤ちょうちん（かぐや姫）

アレ（A.R.E.）（注4）
アイドル（YOASOBI）

住まい
（注1）

世　相

家　電
（注3）

銭　湯
（注2）
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